




















































はじめに 

私共の班に与えられたテーマは、「何らかの疾病を有する児のみならず、疾患の無い児も含

め新生児・乳児をより健やかに育てる」には如何なる保健指導内容と体制をつくるかとい

う大問題である。その線に沿って初年度は研究協力者にそれぞれの立場から研究していた

だき、現在の体制に対して種々の角度から問題点が明らかにされた。今年度はそれらの点

について更に詳しく具体的に検討が加えられ報告された。分担研究者としては初年度に全

国 846 の保健所に対して本研究課題に関連する保健婦の活動についてうアンケート調査を

実施し、その中で実際に家庭訪問をしている保健婦が如何なる育児理念を持って活動して

いるかということや保健婦の活動を通して全国の母親が如何なる理念で育児に取り組んで

いるかという現代日本の母親像について自由記述方式で調査し詳細に分析した。その結果

現在の保健所活動は老人保健に殆どのエネルギーを費やしており、乳児保健に対する活動

は全般的に極めて低調となっている現状を報告した。さらに保健所活動の中で母乳性黄疸

と授乳中の母親の薬物使用等について母親の間で問題となっていることが浮き彫りにされ

た。そこで、これらの点を今年度の研究テーマとして取り上げた。更に初年度において全

国主要 110の NICU に対してもアンケート調査を行った。全体の傾向としては、人的、経済

的、設備の面で貧弱な体制の下で NICUの関係者が自助努力を重ねている状況が窺われ、乳

児の在宅療法については乳児が老人と同様に在宅療法を行うことができるかどうかが大き

な問題となりその点についても今年度研究を行った。 


